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* リモートメンテナンス（VPN）では、インターネット回線に接続できません。

各装置の運転スケジュールをタイムチャート形式で網羅的に表示
できます【図 1】。また、スケジュール連動などの基準となる時刻
を一括同期でき、正確な時間管理を支援します。

各装置に触れることなく、端末操作のみで洗浄開始【図 3】、
点検記録を確認・出力できます。

スタッフが不在の時間帯における警報・注意報の発生および解除
をメールで通知します【図 4】。
災害および緊急時における即応性向上にも寄与します。

多人数用透析液供給装置または各透析用監視装置の運転情報に基
づいて、透析終了までに必要な透析液量（透析延長に備えた予備
量含む）を予測し【図 2】 、A/B 原液の作製の要否を判定します。

図3　稼働状況モニタリング／一括洗浄

図2　透析終了までに必要な透析液量の予測グラフ

次世代透析システムの実現に向けて
透析システム全体の運用・管理に特化して支援します。

図1　スケジュール運転（タイムチャート表示）
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図4 警報・注意報メール通知
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一括洗浄、点検記録効率性 警報・注意報メール通知即応性
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